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１．はじめに 
スライドコッター継手を鋼製セグメントのセグメント間継手に適用するにあたり，所要の継手性能を有し

ていることを確認する必要がある．本報では，実験によるボルト継手とスライドコッター継手の性能比較，

理論値との比較および今後の課題について述べる．また，スライドコッター継手のコンクリート中詰め鋼製

セグメントへの適用にあたり，コンクリート中詰めの影響も実験によって確認した． 
２．試験概要 
性能確認試験として，継手引張試験と継手

曲げ試験を行った．試験に用いた鋼材および

継手金物の主要材料性能を表－１に示す． 
継手引張試験は，図－１に示すセグメント

継手部を切り出した試験体に対し引張載荷を

行った．試験は，ボルト継手とスライドコッ

ター継手について行い，継手部の挙動を比較

した． 
継手曲げ試験は，図－２に示すようにセグ

メントピースを平板として継手金物で締結し，

継手部に水平２点載荷を行った．試験ケース

を表－２に示す．載荷は，すべて正曲げの方向とした． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－１ 継手引張試験概要図               図－２ 継手曲げ試験概要図（CASE-1） 

３．試験結果および考察 
３－１．継手引張試験 
継手引張試験の結果から，図－３に荷重と継手金物の載荷軸方向ひずみの関係を示す．ひずみは，ボルト

2 点，Ｔ型金物 4 点のそれぞれ平均である．引張荷重 100kN 程度までは，理論値と近似している．それ以降 
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No.
中詰め

コンクリート
備考

1 Ｓ．Ｃ． Ａ－Ａ なし
2 ボルト Ａ－Ａ なし Ｓ．Ｃ．とボルトの比較
3 Ｓ．Ｃ． Ａ－Ａ あり 中詰めコンクリートの影響確認
4 Ｓ．Ｃ． Ｂ－Ｋ なし Ａ－Ａ間継手とＢ－Ｋ間継手の比較

＊Ｓ．Ｃはスライドコッター

継手

表－２　継手曲げ試験ケース

鋼種
許容応力度

(N/mm2)

降伏点

(N/mm2)
主桁 h=110mm t=10mm
補強板 h=85mm t=8mm*
継手板 h=110mm t=14mm
スキンプレート
ボルト
Ｔ型金物

*継手引張試験は10mm

M20
M20相当

表－１　材料性能

215 325

290 660

SM490A

8.8

形状寸法

t=4mm
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で勾配の変化が見られ，Ｔ型金物で顕著である．これは，100kN
程度で継手板が降伏しており，継手金物に曲げが作用したため

と考えられる．ボルト継手に比べてスライドコッター継手の継

手板の変形が大きくなったが，これは，組立時にＴ型金物をス

ライド挿入するための雌型継手側開口の影響と主桁と補強板の

スパンがボルト継手の約 1.5 倍であったことが要因として考え

られる． 
３－２．継手曲げ試験 
図－４に載荷方向変位量を示す．CASE-1 と CASE-2 は，同

様な挙動を示しており，スライドコッター継手とボルト継手の

継手曲げ剛性は同等であると判断される．CASE-3 は CASE-1
より変位量が小さいが許容荷重レベルでは大きな違いは見られ

ず，中詰めコンクリートの影響は小さい．CASE-1～3 において

50kN 程度で勾配が変化しているが，継手引張試験と同様に継

手板の降伏によるものと考えられる．CASE-4 は CASE-1 に比

べて変位量が小さい．これは，Ｂ－Ｋ間継手はＡ－Ａ間継手よ

り雌型継手側の開口が小さいことと継手板に固定されているく

さびの剛性が高いことによるものと考えられる． 
図－５にＴ型金物およびボルトのひずみを示す．Ｔ型金物に

関しては，中詰めコンクリートによる影響およびＡ－ＡとＢ－

Ｋ間継手の違いはほとんど見られなかった．Ｔ型金物のひずみ

は 50kN 程度までは各ケースとも理論値と近似している．それ

以降は勾配が小さくなっている．これは，継手引張試験と同様

の傾向を示している．なお，理論値は，一般的に鋼製セグメン

トのセグメント間継手ボルトの設計で用いられている手法によ

って算出した． 
４．まとめ 
継手引張試験および継手曲げ試験の結果より，スライドコッ

ター継手に関して以下の結論を得た． 
① 許容荷重の 1.5 倍程度までは理論値と近似した挙動を示し

ており，通常の鋼製セグメントの設計を適用することが可

能である． 
② コンクリート中詰めタイプにおいて，設計時には中詰めコ

ンクリートを考慮しなくてよい． 
③ 継手曲げ試験では，継手板の変形が大きくなったが，実施

工においては千鳥組みするため，このような状態にはなら

ないものと考えられる．したがって，主桁を添接した添接

曲げ試験によって継手の挙動を確認するとともに，継手板

の補強について検討する必要がある． 
４．おわりに 
以上，（その１）も含めた一連の試験によりスライドコッター継手の鋼製セグメントへの適用の目途が立っ

たといえる．今後は，施工を通して改良を加え，普及に努める所存である． 

図－５ 荷重～継手金物ひずみ 
（継手曲げ試験） 
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図－４ 荷重～継手部変位量 
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図－３ 荷重～継手金物ひずみ 
（継手引張試験） 

0

50

100

150

0 1000 2000 3000

ひずみ(μ)

荷
重

(k
N

)

Ｔ型金物

ボルト

許容引張力

理論値

初期締結力（ボルト）

初期締結力（Ｓ．Ｃ）

土木学会第58回年次学術講演会（平成15年9月）

-216-

VI-108


